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国・地域および施設 ⼊国制限および⼊国者に対する検疫
発出⽇また

は
更新⽇

詳細

ノルウェー

外国⼈旅⾏者のノルウェー⼊国禁⽌措置を8⽉20⽇まで適⽤。5⽉15⽇現在ノル
ウェーへの⼊国が認められている外国⼈旅⾏者はノルウェーの滞在許可を持ってい
る者や欧州経済領域（EEA）市⺠の⼀部となる。⼊国者に対する⾃宅隔離は8⽉20
⽇まで適⽤。ノルウェー⼊国後は10⽇間の隔離を求められる。

5⽉15⽇
https://www.no.emb-
japan.go.jp/files/100056002.pdf

アイスランド
5⽉15⽇より⼊国禁⽌国・地域からの科学・学術関係者、報道関係者、スポーツ選
⼿等の⼊国条件を緩和  。6⽉15⽇より、アイスランドへの全ての⼊国希望者に対
し、指定する措置を執ることにより⼊国が可能。

5⽉12⽇
https://www.is.emb-
japan.go.jp/itpr_ja/corona0514.html

スウェーデン
第三国からスウェーデンへの不要不急な⼊国の⼀時的禁⽌措置を6⽉15⽇まで延
⻑。

5⽉14⽇
https://www.se.emb-
japan.go.jp/files/100055330.pdf

フィンランド

フィンランド国⺠・在住者を除き、陸海空路による旅客の⼊国を制限。⼊国後は14
⽇間検疫と同様の状態で⾃宅等での待機を要請。不要不急の出国は⾃粛を要請。出
⼊国制限は5⽉14⽇より必要不可⽋な⽤務のある場合等⼀部緩和されるが、それ以
外の場合は6⽉14⽇まで継続。国外から⼊国する者（国籍を問わず）に対する14⽇
間の⾃宅での⾃主待機は引き続き要請。

5⽉19⽇
https://www.fi.emb-
japan.go.jp/itpr_ja/11_000001_00011.html

デンマーク
5⽉31⽇まで相応な理由がない限り外国⼈はデンマークに空路、陸路、海路いずれ
からも⼊国不可。デンマークに⼊国後は全員14⽇間の⾃主隔離を要請。

5⽉22⽇
https://www.dk.emb-
japan.go.jp/itpr_ja/taizai-
covid19.html#denmarku_2

ロシア
4⽉29⽇、ロシア⾸相府は外国⼈の⼊国制限措置を、5⽉1⽇以降も期限を定めず延
⻑すると発表。

5⽉6⽇
https://www.ru.emb-
japan.go.jp/itpr_ja/ryoji20200506.html

カナダ

カナダ国籍者以外（3⽉20⽇に渡航制限に関する免除対象とされたものを除く）は
⼊国を禁⽌。また、⼊国者に対する14⽇間の⾃⼰隔離を義務付ける旨発表。また4
⽉15⽇以降、カナダ⼊国者が信頼できる⾃⼰隔離計画を⽰せない場合にはホテル等
の指定施設で⾃⼰隔離を⾏うことを義務付ける。4⽉17⽇に航空旅客に対する新し
い措置として、カナダの空港において出発/到着する全てのフライトの搭乗者は、
空港のスクリーニング・チェックポイント等において⾮医療⽤マスクの着⽤の義
務。また、搭乗⼿続きにおいて⾮医療⽤マスクを所持していることを⽰す必要があ
り、⽰すことができない場合、搭乗は許可されない。

5⽉22⽇
https://www.ca.emb-
japan.go.jp/itpr_ja/Covid19_20200330.html

⽶国
5⽉24⽇現在、⽶国疾病予防管理センター(CDC)は⽇本の感染症危険情報度合いを
レベル3(渡航中⽌勧告)とし、⽇本から⽶国へ渡航する⽅は⼊国から14⽇間にわた
り、ホテル等の宿泊施設や⾃宅等にて待機を命じる。

5⽉24⽇
https://esta-
center.com/news/detail/990100.html

ノルウェー領
スバールバル諸島

5⽉15⽇から、ノルウェー本国の永住者と近親者およびスバールバル諸島で仕事、
研究に携わる者の⼊島について、⾃宅隔離の要請を解除。レジャーを含む他のすべ
ての旅⾏者へは、6⽉1⽇まで引続き⾃宅隔離を要請。

5⽉15⽇
https://www.sysselmannen.no/en/news/2
020/05/repeals-the-quarantine-order-for-
permanent-residents-today/

グリーンランド

５⽉４⽇、グリーンランド⾃治政府は、グリーンランドからデンマークへの渡航制
限緩和を発表。デンマークからグリーンランドへの渡航は、引き続き制限。
グリーンランド国内の移動は解禁、デンマーク経由でグリーンランドに⼊国するに
は許可を得た上で、コペンハーゲンでウィルスの検査を受け、⼊国後14⽇間の隔
離、⼊国5⽇⽬に再検査後、陰性なら⼊国可（現地関係者からの情報）。

5⽉5⽇
https://www.dk.emb-
japan.go.jp/files/100052195.pdf

⽶国アラスカ州
アラスカに到着するすべての⼈を対象に、到着後14⽇間の⾃主隔離と経過観察を求
める措置を6⽉2⽇まで延⻑。

5⽉15⽇
https://covid19.alaska.gov/health-
mandates/

ニーオルスン基地

5⽉25⽇以降、研究者はノルウェー本国からニーオルスンへ隔離されることなく渡
航できる。ただし、海外から渡航する場合は、スバールバル諸島へ⼊る前に、ノル
ウェー国内で10⽇間の隔離が必要。現地を管理するKings Bay社は旅費と滞在費に
ついて予約キャンセルに関する規定を5⽉31⽇まで⼀部緩和。

5⽉23⽇
https://kingsbay.no/visitor-
information/terms-conditions

スバールバル⼤学（UNIS）
オフィス

4⽉27⽇から学⽣とスタッフに向け閉鎖していた⼤学を段階的に再開。2020年の夏
季、秋季に予定されていたコースは中⽌。

4⽉7⽇
4⽉29⽇

https://www.unis.no/news/

アラスカ⼤学フェアバンクス
校
 国際北極圏研究センター
（IARC）

3⽉26⽇以降、⼀般の訪問者に対し全ての建物および施設を公開しない。 ー
https://www.uaf.edu/campusmap/for-
visitors/visitors-guide/

チェコ・スバボーダ基地
（ロングイヤービン）

基地の使⽤制限に関する情報は公開されていない。 ー https://www.prf.jcu.cz/en/cars.html

グリーンランド天然資源研究
所（GINR）施設

施設の使⽤制限に関する情報は公開されていない。 ー https://natur.gl/?lang=en

カナダ極北研究ステーション
（CHARS）基地

CHARSキャンパスへの全ての訪問予定をキャンセルとする。また、公共スペース
の使⽤を停⽌する。

3⽉13⽇

https://www.canada.ca/en/polar-
knowledge/news/2020/03/polar-
knowledge-canada-taking-measures-to-
help-reduce-the-risk-of-the-coronavirus-
in-the-cambridge-bay-area.html

ロシア スパスカヤパッド観測
拠点

施設の使⽤制限に関する情報は公開されていない。 ー ー

ロシア ケープ・バラノバ基地 施設の使⽤制限に関する情報は公開されていない。 ー ー

カナダ ラバル⼤学
北⽅研究センター（CEN）

5⽉31⽇まで研究ステーションの予約はできない。 4⽉28⽇
http://www.cen.ulaval.ca/en/nouvelles.php
?id=518770
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